
ＮＰＯバスの起こり

▼地方の民間バス路線等を取り巻く状況は深刻

〇モータリゼーションの進行（自動車依存）
○沿線人口の減少
○利用者の減少
○運転手の不足

◆利用されないから、運行しても無駄…
民間路線バスは撤退。

民間バス事業は
赤字、経営難

◆市営バス化しても、他人事なので利用されない。
※氷見市では、廃止路線に５年にわたり
市営バスを運行したが、赤字が増える一方。

平成１７年、市営バスの廃止を決定。
⇒地域運営ＮＰＯ法人バスの始まり

資料５
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ＮＰＯバスの仕組み

ＮＰＯ法人

運賃納入
（サービスの対価）

（その他の関係者）
・一般旅客自動車運送事業者及び
その組織する団体
・一般貸切（乗用）旅客自動車運送
事業者
・一般旅客自動車運送事業者の
運転手が組織する団体

・ 道路管理者、警察、学識経験者（福祉、
観光、商工関係団体）
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氷見市地域公共交通
活性化協議会

関係者間で必要性・対価の協議
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地域住民

有志による
立ち上げ

輸送サービス提供

世帯割の徴収等に
よる安定経営の確保
(寄付、協賛、自主事業)

地域のニーズに合った
ルート・時刻表等設定

による利便性向上

自分事で
考える

地域活性化 健康寿命延伸
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ＮＰＯバスの仕組み

◆各地域の姿に応じた柔軟なバス運行

自分たちの車を経費（世帯割、

定期代等）を出し合って使う
（シェアする）イメージ。

持続可能な交通を実現するための
一つの手法
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▼各地域の住民で組織するＮＰＯによる特色ある
取組・継続運営の工夫
◇特定非営利活動法人八代地域活性化協議会
・環境パトロール事業（ごみ除去や枝木伐採等の道路環境の整備）
・高齢者の免許返納支援（各種手続きの付き添い）
・地域住民の困りごと解決（家屋修繕、案内看板設置）
※活動への賛同者も多く、寄付金収入あり。

◇特定非営利活動法人余川谷地域活性化協議会
・一人暮らし高齢者の生活支援事業
※車いす乗車可能車両を所持。自主事業収入あり。

・農作物生産・販売事業着手

◇特定非営利活動法人上庄谷地域協議会
・地元小学校でのＭＭ教育
・市内高校へのバス停設置（地域の通学利便性）

ＮＰＯバスの仕組み
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氷見市の公共交通の形

氷見市内全バス路線図

NPOバス 久目線

伏木経由氷見
高岡ふしき病院経由氷見

脇

わくライナー

脇
守山経由氷見
新高岡守山経由氷見

仏生寺

わくライナー

氷見高校

富山ぶりかにバス

久目地域

NPOバス 碁石線

碁石地域

NPOバス 磯辺線

八代地域

NPOバス 灘浦線

速川地域

論田熊無地域

NPOバス 速川線

NPOバス 熊無線

平成１７年から、過疎の進む
山あいの公共交通を

地域と行政が、共に工夫しなが
ら創り、長年維持

してきた
氷見市公共交通の完成形

灘浦地域

フィーダー系統
【市街地周遊バス】

ＪＲ氷見駅等にて、ＮＰＯバス、
広域交通ネットワークに接続
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路線名 主要地域 世帯数
（世帯）

人口
（人）

高齢者人口
（65歳以上）

高齢者の
割合

磯辺線
（H17.10～）

八代地域 207 396 259 65.4％

灘浦線
（H24.4～）

女良地域 78 141 88 62.4％

碁石線
（H22.10～）

碁石地域 268 559 337 60.3％

久目線
（H28.10～）

久目地域 466 1,127 574 50.9％

速川線
（H30.10～）

速川地域 445 1,181 577 48.9％

熊無線
（H30.10～）

熊無地域 424 1,156 532 46.0％

▼ＮＰＯバス沿線の高齢者人口（各路線主要地域）

⇒先発のＮＰＯ法人沿線ほど高齢化と人口減少が進展。
⇒定時定路線では「空車運行の増加（便の半数空車）」
⇒高齢化による「バス停への移動困難」

今後の課題

デマンド運行によ
る課題解決の試み
（碁石線：余川谷ＮＰＯ法人）
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デマンド交通（チョイソコ）
ＮＰＯ法人余川谷地域活性化協議会が、この課
題解決に取り組むため、民間企業と連携し、令和
5年1月から約2か月の試験的な区域運行（ドアto
ドア方式のデマンド運行）を実施。
●連携民間企業等
ネッツトヨタ富山株式会社
・令和４年度中山間地域等買い物弱者対策
モデル実証業務委託事業（県地域産業
支援課）を活用
・アイシンのチョイソコ

●課題解決の方向性
①空車運行の効率化
②バス停移動困難の解決（ドアtoドア）や
目的地設定による利便性向上と
定期券利用増加による路線収入増

⇒デマンド運行には、システム利用料や
コールサンタ―人件費などの費用が
かかり、これ以上の地域負担は難しく、
地域の運行財源に課題がある。
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